
アシアナ航空（株）所属エアバス式Ａ３２０－２００型ＨＬ７７６２の航空事故(H27.4.14)に係る
安全勧告に基づき講じた措置について

アシアナ航空株式会社所属エアバス式Ａ３２０－２００型ＨＬ７７６２は、平成２

７年４月１４日（火）、同社の定期１６２便として広島空港に進入中、所定の進入
経路より低く進入し、２０時０５分、滑走路２８手前の航空保安無線施設に衝突
した後、同滑走路進入端の手前に接地した。

同機には、機長ほか乗務員６名、搭乗整備士１名、乗客７３名の計８１名が
搭乗しており、うち乗客２６名及び客室乗務員２名の計２８名が軽傷を負った。
同機は大破したが、火災は発生しなかった。

【事故の概要】

【 韓国国土交通部に対する安全勧告内容 】 【韓国国土交通部からの回答】
(内容について一部精査中)（仮訳）

- 報告文化の促進
- HL7762便事故報告書（韓国語版）を乗務員に配布
- 遵守の重要性に関する（義務）訓練の資料の修正
- 規則遵守の重要性を強調するスローガンの作成

- 計器飛行からビジュアル・アプローチへの移行の明
確な会社の方針を作成

- DA/MDA未満で目視物標が見えなくなった場合の
手順について検討

(1)会社手順及び運航乗務員の訓練について再検討し
た上で、運航乗務員に対して規定の遵守の重要性を再
強調すること

韓国国土交通部がアシアナ航空に指導すべき措置

(2)進入限界高度未満への進入においては、あくまでも
目視物標を主たる参照としなければならず、計器は補助
として適切に使用することを教育及び訓練を通じて徹底
すること

資料 ２






